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テーマ設定の理由

地球温暖化の現状を知り、それを阻止
するためにはどうすればよいかを調べ
てバイオマスを追及したいと考えたた
め。



定義

バイオマスとは生物資源（ＢＩＯ）と量
（ＭＡＳＳ）を表す。

太陽エネルギーを使って水と二酸化炭素
から生物が光合成によって生成した有機
物であり、私たちのライフサイクルの中
で生命と太陽エネルギーがある限り持続
的に再生可能な資源のこと。



1880年から2012年までに世界の平均気温
は、0.85℃上昇している。例えば温水域
のサンゴ礁は1.5℃で70～90％が2℃で
99％が失われると予想されている。

また、

2017年の時点では日本の資源構成におい
てバイオマスは全体の2.1％に留まって
いる。

現状



日本の発電の割合

バイオマスの
普及率は全体
の2％しか占
めていません。



問題点

バイオマス発電はコストが高いことや、
バイオマス資源の収集や運搬、更に利
用されるまでの管理をしなければなら
ないという問題がある。



課題

みんなにバイオマス発電について
理解してもらい知ってもらうこと。
また、地球温暖化防止のために
バイオマス発電を普及させていく
こと。



SDGsの実現に向けて
～10代からの提言～

地球温暖化が加速していっている。
その対策としてバイオマス発電も積極的
に行ってほしい。



考察・感想

今回は、地球温暖化とバイオマス発
電をテーマにして調べた。
地球温暖化の現状やバイオマスにつ
いてのことを深く知ることができた。
バイオマス発電のことを知ってもら
うことや、理解してもらうことが大
切だと感じた。


